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O 

/町、

斗l
を 1

と

じ

て

く

だ

さ

し、

O 

I Iシ

さ
あ
、

み
ん
な

赤
い
羽
根
を
つ
け
て

ら12月25固までの 1カ月間、

第1回共同募金運動が展開さ

れたのが赤い羽根募金の始ま

りです。(現在は10月1日か

ら12月31固までです〉

赤い羽根を応募者に渡すよ

うになったのは、翌23年の第

2回募金運動からです。

「赤い羽根共同募金運動」は

明るい住みよい町づくりと、

不幸な人たちのために役立て

ることを目的とした、社会全

体が共同して行なう募金活動

です。

これは昭和22年、フラナガ

ン神父のすすめで始められた

のですが、全国的なものにな

ったのはその年の11月25日か
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消

防

署
宮

小

路

出

張

所

十
月
一
日
よ
り

「
火
事
は
最
初
の
五
分
間
」
と
路
に
庁
舎
を
建
設
中
で
し
た
が
、

い
わ
れ
て
い
る
と
お
り
初
期
消
火
こ
の
ほ
ど
竣
工
し
、
十
月
一
日
か

が
大
事
で
す
が
、
交
通
戦
争
と
い
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

わ
れ
て
い
る
昨
今
の
よ
う
な
交
通
当
日
は
新
配
置
に
つ
く
所
長
以
下

事
情
で
す
と
緊
急
車
で
あ
る
消
防
(
八
名
)
に
職
員
の
任
命
が
行
な

車
の
走
行
さ
え
意
の
ご
と
く
な
ら
わ
れ
大
石
消
防
長
(
助
役
兼
務
」

ず
、
現
場
到
着
が
遅
れ
大
火
に
な
よ
り
「
新
出
張
所
の
関
所
に
寄
せ

っ
た
例
が
全
国
各
地
に
み
ら
れ
る
ら
れ
る
市
民
の
期
待
は
大
き
い
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
使
命
感
に
徹
し
任
務
に
精
進
す

本
市
で
も
こ
の
よ
う
な
事
が
あ
る
よ
う
激
励
の
訓
辞
が
あ
り
、
覚

っ
て
は
な
ら
な
い
と
交
通
の
激
し
悟
も
新
た
に
任
務
に
つ
き
力
強
く

い
国
道
三
十
四
号
線
沿
い
の
宮
小
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

りおおむ市政だより

ネ-

出張所の看桓をかかげる大石消防長

水
道
才
五
回

拡
張
工
事
完
成

総
工
事
費
二
億
三
千
万
円

水
道
部
で
は
、
大
村
市
が
市
勢
松
並
水
源
千
d

/
日

の
発
展
に
伴
う
水
需
要
の
増
加
に
富
ノ
原
ホ
一
水
源
千
五
百

32
日

対
処
す
る
た
め
、
赤
五
回
拡
張
工
富
ノ
原
芳
二
水
源
千
五
百
d
¥
日

事
を
計
画
し
、
昭
和
四
十
二
年
度
富
ノ
原
芳
三
水
源
千
五
百
J
m
¥
日

か
ら
三
刀
年
継
続
事
業
と
し
て
き
送
水
施
設

ま
し
た
が
、
今
年
の
九
月
三
十
日
須
田
ノ
木
送
水
ポ
ン
プ
所

に

完

成

し

ま

し

た

。

配

水

施

設

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
須
田
ノ
木
配
水
池
、
木
場
配
水
池

計
画
給
水
人
口
四
万
八
千
人
用
地
買
収
水
源
用
地
四
カ
所

取

水

施

設

深

井

戸

四

カ

所

配

水

池

用

地

ニ

カ

所

J
A
h
y
 J

 ''''''' 

ゾ

手
軽
な
手
つ
づ
き
で

公
正
証
書
を
作
り
ま
し
ょ
う

お
金
の
貸
し
借
り
、
不
動
産
の
を
作
っ
て
お
け
ば
お
金
の
取
立
て

売
買
な
ど
の
契
約
や
遺
書
な
ど
を
は
裁
判
が
な
く
て
も
強
制
執
行
で

き
ち
ん
と
さ
せ
て
強
力
な
も
の
に
き
‘
争
い
を
未
然
に
防
げ
て
、
取

す
る
に
は
、
公
正
証
書
に
し
て
お
引
や
契
約
は
安
全
で
す
。

く
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
公
正
証
書
は
、
全
国
ど
こ
に
も

公
正
証
書
は
、
公
証
人
が
国
の
あ
る
公
証
役
場
で
、
い
つ
で
も
、

監
督
の
下
で
つ
く
り
ま
す
か
ら
契
誰
で
も
、
手
軽
に
つ
く
れ
ま
す
。

約
の
証
拠
と
し
て
の
信
用
は
完
全
く
わ
し
く
は
も
よ
り
の
公
正
役

で

す

.

場

か

法

務

局

へ

お

尋

ね

く

だ

さ

い

た
だ
の
口
約
束
や
当
事
者
間
の
相
談
は
無
料
で
す
.

契
約
書
だ
け
で
は
、
相
手
が
約
束

を
実
行
し
な
い
と
き
は
裁
判
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
が
、
公
正
証
書

須田ノ木配水池と送水ポンブ所

目的価格 手 数 料

10万円まで 500円
20万円まで 600円
50万円まで 900円
100万円まで 1，200円
200万円まで 1，700円
5007ヲ円まで 2，400円

1，000万円まで 3，500円

1，000万円以上 500万円を増す
ごとに 500円

今
年
二
回
目

野
犬
薬
殺
実
施

飼
い
犬
は
必
ず
「
け
い
留
」
し

猫
な
ど
も
薬
殺
に
よ
る
被
害
が
な

い
よ
う
注
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、

~ . 

人
畜
に
事
故
が
お
き
な
い
よ
う
じ

ゅ
う
ぶ
ん
ご
配
意
く
だ
さ
い
.

①
野
犬
薬
殺
実
施
期
間

昭
和
四
十
五
年
十
月
十
六
日
午
後

十
時
か
ら
、
昭
和
四
十
五
年
十
月

十
七
日
午
前
五
時
ま
で
。

②
実
施
区
域

。
原
口
公
民
館
周
辺

。
富
ノ
原
公
民
館
周
辺

。
富
ノ
原
郷
え
び
す
澱
粉
所
周
辺

③
薬
物
の
種
類

硝
酸
ス
ト
リ
キ
ニ
ー
ネ

④
毒
え
さ
の
状
態

あ
げ
か
ま
ぼ
こ

※
な
お
薬
殺
に
つ
い
て
・
は
、
市
が

条
例
に
も
と
づ
い
て
実
施
す
る
も

の
で
、
個
人
で
は
危
険
で
す
か
ら

自
由
に
で
き
ま
せ
ん
。

/
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長

崎

県
昭
和
四
十
五
年
度

母
子
福
祉
大
会

去
る
十
月
四
日
市
民
会
館
に
お

い
て
、
昭
和
四
十
五
年
度
長
崎
県

母
子
福
祉
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た

主
催
者
側
母
子
福
祉
連
盟
理

事
長
井
石
ト
キ
.
塩
飽
副
知
事
、

大
石
大
村
市
助
役
の
あ
い
さ
つ
。

長
崎
県
議
会
議
長
(
代
理
松
本
晃

県
議
)

りおおむ市政だより(3) 

大
村
市
議
会
議
長
(
代
理
永
尾

副
議
長
)
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓

祝
辞
の
あ
と
山
高
し
げ
り
女
史
に

よ
る
特
別
講
演
や
大
村
市
の
田
川

亨
さ
ん
、
尾
崎
芳
子
さ
ん
、
東
彼

杵
町
の
楠
本
シ
ゲ
子
さ
ん
の
体
験

発
表
、
ま
た
母
子
福
祉
推
進
な
ど

の
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
発

表
が
あ
り
、
遠
く
は
、
壱
岐
、
対

馬
、
五
島
な
ど
県
内
各
地
よ
り
、

約
千
人
の
参
加
者
の
も
と
、
大
会

宣
言
決
議
を
行
な
い
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

f 

昭
和
四
十
六
年
成
人
式

;<t.， 

(，1 

宇佐
~ 

備

会

が

発

足

昭
和
四
十
六
年
成
人
式
準
備
会

が
、
新
成
人
該
当
者
の
代
表
に
よ

り
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
目
的
は

新
成
人
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
記

念
式
典
や
行
事
計
画
を
樹
立
す
る

た
め
で
す
。

代
表
者
は
各
機
関
、
団
体
よ
り

の
推
薦
に
よ
り
次
¢
方
々
が
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

申
沢
均
(
古
町
〉

山
口
広
子
(
松
並
)

文
化
財
の
保
護
顕
彰
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う

母子大会で講演する山高女史

文
化
財
の
保
護
、
顕
彰
が
大
切

な
こ
と
は
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
散
逸
し
た

り
破
壊
さ
れ
た
り
す
る
現
状
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
市
教
委
で
は

以
前
か
ら
史
談
会
や
有
志
の
方
々

の
ご
協
力
を
得
て
不
充
分
な
が
ら

収
集
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
更
に
広
く
一
般
市
民
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
資
料
収
集
に
つ
と

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
.

お
気
づ
き
の
方
は
次
の
と
お
り
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

昔
の
遺
跡
、
遺
品
そ
の
他
で
お
気

づ
き
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
F

L
あ
る
場
所

O
O
地
区
字
0
0

又
は

O
O
氏
宅
、

1
内
容
(
わ
か
っ
て
お
ら
れ
る
程

度
で
簡
単
に
)

ー
そ
の
他

以
上
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
所
は

各
出
張
所
、
市
教
委
、
社
会
教
育

課
、
中
央
公
民
館
又
は
図
書
館
で

届
出
用
紙
は
各
出
張
所
に
あ
り
ま

す
.

井
上
恵
美
子
(
桜
馬
場
)

笹
原
和
恵
(
水
田
二
区
)

山
口
陽
子
(
竹
松
郷
)

朝
長
和
敏
(
平
小
川
郷
)

一
瀬
照
子
(
池
田
郷
)

熊
野
加
代
子
(
小
路
口
郷
)

宮
崎
政
則
(
古
町
五
区
)

久
保
川
雅
子
(
西
小
路
)

田
中
潤
子
(
原
口
郷
)

陣
内
明
(
黒
丸
郷
)

平
石
秀
子
(
今
村
郷
)

庄
司
和
男
(
大
村
部
隊
)

本
山
史
朗
(
竹
松
部
隊
)

小
川
孝
信
(
大
村
航
空
隊
)

橋
口
研
一
(
赤
佐
古
〉

五
道
信
子
(
矢
上
郷
〉

昭
和
四
十
六
年
成
人
式
は
明
年

一
月
十
五
日
の
予
定
で
す
が
該
当

者
は
今
回
か
ら
.
学
年
令
と
す
る

た
め
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
十
六

日
か
ら
昭
和
二
十
六
年
四
且
一
日

ま
で
に
生
れ
た
方
を
対
象
と
い
た

し
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年

中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験

れ
は
、
や
む
を
え
な
い
事
由

{¥t 

の
た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
に

就
学
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
就
学

を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
者
等

('十
五
歳
以
上
で
、
義
務
教
育
諸

学
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
者
)

に
対
し
、
行
な
わ
れ
る
詰
験
で
す

こ
の
認
定
詰
験
に
合
格
し
た
者
は

高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら

れ
ま
す
。

。
詰
験
期
日
十
二
月
四
日
(
金
)

O
願
書
受
付
十
月
中

と
な
っ
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
県
教
育
委
員
会
の
学

校
教
育
課
へ
、
返
信
用
封
筒
に
切

手
十
五
円
を
そ
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

青
年
教
室
開
設

市
内
に
勤
労
し
て
い
る
青
年
を

対
象
に
、
責
年
教
室
を
開
き
ま
す

さ
そ
い
合
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

ム
開
設
日
時
十
月
二
十
日
(
火

)
午
後
七
時
l
九
時
、
(
そ
の
後

は
毎
月
芳
一
一
、
四
火
曜
)

ム
場
所
大
村
市
民
会
館

ム
対
象
市
内
に
働
く
勤
労
青
年

ム
内
容
青
年
と
余
暇
、
楽
し
い

旅
行
と
計
画
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
聞

き
方
、
交
際
‘
青
年
の
職
業
と
生

活。ム
申
込
十
周
二
十
日
(
火
)
市

民
会
館
で
受
付
け
ま
す
。
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日程 場 所 時 間

11月9日 松原出張所 10.00 '" 15.00 

10日 西大村出張所 10.00 - 15.00 

11日 西大村出張所 10.00 - 15.00 

12日 大村市民会館 10.00 '" 15.00 

13日 大村 市役所 10.00 -15.00 

14日 福重出張所 10.00 - 12.00 

16日 竹松出張所 10.00 - 15.00 

萱瀬出張所 10.30 - 12.00 
17日

農協萱瀬矛1支所 13.30 - 15.00 

三浦出張所 10.30 - 12.00 
18日

鈴田出張所 13.30 - 15.00 

(4) りおおむ

計
量
器
の
定
期
検
査

本
年
度
の
計
量
器
定
期
検
査
を

行
な
い
ま
す
.
証
明
用
ま
た
は
、

商
売
の
取
引
に
用
い
て
い
る
計
量

器
は
も
れ
な
く
検
査
を
う
け
て
く

市政だより

計量器定期検査日程第
七
回

長
崎
県
屋
外
広
告
物

コ
ン
ク
ー
ル

応
募
資
格

制
限
な
し

課
題
都
市
の
美
化
に
関
す
る
も

の出
品
点
数
制
限
な
し

作
品
規
格
寸
法
平
面
で
縦

8
0

喜
×
横
目∞
C
C

喜

厚
さ
5
0喜
ま
で

材
料
屋
外
に
お
い
て
一
年
以
上

だ
さ
い
.

な
お
、
検
査
当
日
計
量
器
一
台

に
つ
き
五
十
円
J
百
円
の
手
数
料

と
印
か
ん
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
.
事
前
調
査
用
紙
を

ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
至

急
市
商
工
観
光
課
、

ま
た
は
、
も

よ
り
の
各
出
張
所
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
.

耐
久
力
を
保
つ
こ
と
ν

そ
の
他
寄
贈
者
名
を
表
示
す
る

と
き
は
、
長
崎
県
屋
外
広
告
物
条

例
に
規
定
す
る
基
準
内
に
よ
る
こ

と
(
全
面
積
の

1
-m以
内
三

応
募
手
続
応
募
申
込
の
提
出
先

県
土
木
部
都
市
計
画
課
、
長
崎
都

市
計
画
事
務
所
、
県
北
開
発
振
興

局
、
諌
早
大
村
地
方
開
発
振
興
局

島
原
地
域
開
発
振
興
局
、
五
島
、

壱
岐
、
対
島
各
支
庁

応
募
期
間
昭
和
四
十
五
年
九
月

十
二
日
よ
り
十
月
二
十
二
日
ま
で

作
品
搬
入
場
所
及
び
日
時

場
所
長
崎
市
公
会
堂
前
広
場
。

日
時
十
月
二
十
二
日
十
時
ま
で

作
品
展
示
期
間
昭
和
四
十
五
年

十
月
二
十
日
か
ら
十
月
二
十
九
日

ま
で
公
会
堂
前
広
場
に
展
示
。

出
品
参
加
料
無
料

な
お
、
申
し
込
み
用
紙
は
‘
市
役

所
総
務
課
広
報
係
に
あ
り
ま
す
.

国
民
年
金
所
得
比
例
制

加
入

十
月
か
ら
受
付

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

で
希
望
に
よ
り
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
.

V
加
入
で
き
る
人

一
、
地
方
税
法
に
定
め
る
所
得
の

あ
る
人

二
、
所
得
は
な
い
が
青
色
事
業
専

従
者
、
ま
た
は
、
事
業
専
従
者

と
な
っ
て
い
る
人
。

V
加
入
で
き
な
い
人

一
、
所
得
が
な
い
人

二
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い

る
人
。

マ
加
入
期
間

て
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

期
間
.

二
、
期
間
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も

加
入
、
ま
た
は
.
や
め
る
こ
と

が
で
き
る
o

v保
険
料

加
入
し
た
月
よ
り
一
月
三
百
五
十

円
を
定
額
四
百
五
十
円
の
保
険
料

の
ほ
か
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す。V
う
け
ら
れ
る
年
金
額

定
額
分
の
年
金
額
に
所
得
比
例
分

を
納
め
た
期
間
分
を
加
算
し
て
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
.

※
く
わ
し
く
は
市
保
険
年
金
課

ま
た
は
出
張
所
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
.

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
と
B
C
G
の
予
防
接
種

マ
該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
三

十
才
未
満
の
も
の
(
た
だ
し
学
校

事
業
所
等
で
接
種
す
る
も
の
は
除

く〉マ
料
金

無
料

実施場所 ツ反検査 BCG接種

松諏訪原公出民張所館 10月20日 10月22日

市鈴田民出会張所館 10月21日 10月23司

竹福松重本町出公張民所館 10月27日 10月29日

市ゴ浦役診療所所 10月28日

市萱瀬立出病張所院 11月4日 11且6日 I

※
接
種
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

時
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で
.

，
 
、f

陸
上
自
衛
隊
部
隊
職
員

募
集

募
集
職
種
・
人
員
及
び
勤
務
地

技
能
職
(
交
換
手
)
女
子
二
名

大
村
駐
と
ん
地
一
名

竹
松
駐
と
ん
地
一
名

応
募
資
格

学

歴

高

校

卒

年
令
二
十
一
才
未
満
(
四
十
五

年
十
一
月
十
六
日
現
在
)
独
身

提
出
書
類
及
び
送
付
先

写
真

縦
四

m
、
横一ニ

川
上
半
身

脱
帽
正
面
の
も
の
二
枚

履
歴
書
二
部
(
自
筆
の
こ
と
)

学
業
成
績
証
明
書

・
卒
業
証
明
書

各

一
部

送
付
先
大
村
市
乾
馬
場
郷
陸
上

自
衛
隊
芳
三
百
四
十
三
基
地
通
信

隊締
切
日

昭
和
四
十
五
年
十
月
十
五
日

試
験
日
時
及
び
場
所

日
時
昭
和
四
十
五
年
十
月
二
十

日
八
時
三
十
分
か
ら

場
所
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
と
ん

地採
用
試
験

簡
単
な
筆
記
試
験
(
作
文
を
含
む

)
・
身
体
検
査

・
面
接
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市
民
:r:: 
田

楽
究::t

開

市
文
化
団
体
連
絡
協

議
会
・
教
育
委
員
会

・
県
文
佑

団
体
協
議
会

二
、
期
日
十
一
月
十
五
日

午

後

一
時

三
、
会
場
市
民
会
館

四
、

部

門

邦
楽

・
声
楽

・
器
楽

コ
ー
ラ
ス

玉
、
出
演
者
市
内
に
住
所
を
有

す
る
一
般
市
民

・
小
中
高
校
児

童
生
徒

・
職
場
の
個
人
又
は
団

体
六
、
所
要
時
間
個
人
で
五
分
、

団
体
で
十
分
以
内
で
す
。

七
、
出
演
に
要
す
る
経
費

自
己
負
担
で
す
。

八
、
申
し
込
み
方
法
・

期
日

規
定
の
申
込
書
で
市
社
会
教
育

課
又
は
中
央
公
民
館
へ
十
月
二

十
一
日
ま
で
で
す
。
(
期
日
厳

守
)

九
、
そ
の
他

ω、
今
回
よ
り
入
場
整
理
券
発

行問
、
出
演
者
の
多
い
場
合
ま
た

は
、
会
の
趣
旨
に
不
適
当
と
認

め
ら
れ
る
場
合
は
出
演
を
断
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

図
書
館
が
休
館

本
の
整
理
と
虫
ぼ
し
の
た
め
休

館
し
ま
す
。

。
十
月
十
五
日
(
木
)
か
ら
十
月

二
十
五
日
(
日
)
ま
で
。
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